
 
（第 14 回「協議会」 資料－1）06.07.27 

前回の主な意見などについて 

（○：協議会委員の意見等、⇒：意見への回答等、◎確認事項） 

＜平成 18 年度の取り組みについて＞ 

○ 「沿道まちづくり協議会」活動スケジュール（案）は、行政側からの提案として

おいて、具体的な取り組みは次回協議会で決めてもよいのではないか。  

⇒今年度の取り組みは、事務局で再検討し、運営委員会で改めて協議させていた

だく。 

○ 地区計画の策定に向けて、協議会にも継続して検討をしてほしいのか。 

⇒そのように受け止めてほしい。沿道の用途地域の見直しは、地区計画の策定と

併せて行うことになるため、できるだけ早い時期（平成 19 年 5 月頃を目標）に

策定したい。 

⇒地区計画のほか、沿道まちづくりに関する情報は、まずは協議会で報告してい

きたい。 

○ 地区計画は、協議会の納得を得て進めてほしい。ただし、地権者の代表ではない

ので協議会で承認を得たということだけで進めるのは困る。 

○ 情報提供は、多くの住民にきめ細かく提供してほしい。ニュースだけでなく、説

明会なども開いてほしい。 

＜その他＞ 

◯ 補償に関する不安など事業実施に伴う住民の不安に十分配慮してほしい。 

◯ 協議会の資料は、具体的でわかりやすいものにしてほしい。 

◯ 協議会の出席率が高くなる工夫をしてほしい。 


	「沿道まちづくり協議会」活動スケジュール（案）は、行政側からの提案としておいて、具体的な取り組みは次回協議会で決めてもよ
	⇒今年度の取り組みは、事務局で再検討し、運営委員会で改めて協議させていただく。
	地区計画の策定に向けて、協議会にも継続して検討をしてほしいのか。
	⇒そのように受け止めてほしい。沿道の用途地域の見直しは、地区計画の策定と併せて行うことになるため、できるだけ早い時期（平
	⇒地区計画のほか、沿道まちづくりに関する情報は、まずは協議会で報告していきたい。
	地区計画は、協議会の納得を得て進めてほしい。ただし、地権者の代表ではないので協議会で承認を得たということだけで進めるのは
	情報提供は、多くの住民にきめ細かく提供してほしい。ニュースだけでなく、説明会なども開いてほしい。
	補償に関する不安など事業実施に伴う住民の不安に十分配慮してほしい。
	協議会の資料は、具体的でわかりやすいものにしてほしい。
	協議会の出席率が高くなる工夫をしてほしい。

